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東北大 ･軍 役 清 聴
費近 Harrisonにより,dレベJVの存在の効果 仇 ､わゆる Sー-a_hybrid_-




如何をる効果を もた らすかを検討してみたい.水銀の電子的性質vCは 且レベJV
の位置が大 きを効果をもた らす と考えられているC 又,従来,単純な金属とし
て扱われていた重いア)Vカリ金属では,比較的 フェ)1/ミ面の上近 くvcd_Vベ/レ
があ り,それが圧力をかけるとともに低いエネ′レギーVi:下って くる事が知られ
てお り,与の事は融解の間藤とt･関連 していると考え F,れるO これ らのよう夜
間好 を考える瞭vc,a Vベプレの効果が表面に出された取扱いは有効である｡以
下･,現在 ,主に検討してみたいと考えている事をあげるc












東工大 ･塾 米 沢 冨 美 子
液 体金鹿原子の高次分布関数を求める方法として, (1)実旗的vt求めるO
(2)瑠論的忙計算する｡ (5)計算板を使 って simulateする. の 5､つが考
l
え られるが,現在のところ実験的手段か らは 5体以上の分布的数に苅する十分
な情報が得られない. 一方,理静的にも,第一原聾か ら尊 くことは もちろん標
準的な近似法 も確立されていない｡ したが って,軽々の仮定の下に計算撮 ･実
験vcより高次分布的数を計算する方法がい くつか試み られているO
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